
令和 7 年度 

掛川社会福祉事業会 事業報告書 
  

令和 7 年度は年度当初より懸念していた物価、資源材料の高騰に加え、最低賃金改正へ

の対応に翻弄された 1 年となりました。幸いにも、年度末を迎えるにあたり 8 年度におい

ての介護報酬臨時改定前倒し措置としての助成金受給等により、一時的ではありますが支

出増への対応を図ることができました。しかしながら、職員に対する賃金改善は他産業に

比較し劣位に留まることは避けられず、公定価格による介護サービス提供の在り方をはじ

め業界全体の課題でもあります。 

賃金体系が他産業に及ばない状況において、人材確保対策に係る委員会提案により求人

対応にバリエーションを加え職員確保に努めた結果、7 年度末には 8 年度体制整備に必要な

人員を揃えることができ、長く続いた派遣職員による欠員補充対応も 8 年度当初にて解消

できる見込みとなりました。 

職員の入退職や異動時に懸念される適正な業務継承の課題に際しては、特に法令に関係

する重要手続き業務に関して、事業所の中堅を担う職員を対象に、法令遵守を推進する委

員会が伴走支援し、守るべき法令の理解促進に努めるとともに、属人化を脱却すべく業務

対応手順の確立を目指しました。同時に進行する業務の改善に向けては、生産性の向上を

合言葉に組織的取組として日常業務の再点検と改善策を検討して参りました。生産性向上

への取組みは介護報酬算定における加算条件にも該当しているため、今後も継続した取組

みが必要となっております。職員の感覚では「人（従事者）が居て当たり前」の意識が先

行し、今後の労働者不足への危機意識が希薄であるようにも見受けられるため、一層の意

識啓発が重要と思われます。 

社会福祉法人としての責務である公益的活動の推進については、地域貢献活動検討委員

会の取組みの一環として、地域包括支援センターや居宅介護支援事業を通じ、地域ニーズ

に対する社会資源の現状を掌握するとともに、必要な取組を実践、その結果については静

岡県老人福祉施設協議会が主催する福祉研究大会での発表に繋げることができました。 

養護老人ホームききょう荘に関しては、年間を通して掛川市担当課との協議を進めてき

た結果、令和 8 年 12 月 31 日での閉鎖が確定致しました。令和 8 年 2 月以降、入所者の計

画的退所、転居に向けた準備が進行しつつあります。 

7 年度に特化した事業としては、法人の中期計画である掛川社会福祉事業会第 1 次 10 カ

年計画の最終年度として、次期計画の策定に併せ取組総括を進めて参りました。取組みが

完了したもの、次期計画に引き継がれるもの、新たに実践テーマに挙げたもの等それぞれ

役職員が一体となって策定を進めた結果、年度内での理事会及び評議員会にて報告をする

ことができました。 

なお、役員会等の開催運営及び法人事務事業実施状況の詳細は下記の通りです。 

 



（1）評議員会の開催 

◇令和 7 年 6 月 25 日（第 1 回定時評議員会）  

 議案第 1 号   令和 6 年度掛川社会福祉事業会計算書類及び財産目録の承認について 

 議案第 2 号   理事の選任（案）について 

 議案第 3 号   監事の選任（案）について 

 

 報告第 1 号   令和 6 年度掛川社会福祉事業会事業報告について 

 報告第 2 号   監事監査報告について 

 報告第 3 号   社会福祉充実残額について 

 

◇令和 7 年 12 月 25 日（第 2 回評議員会）  

議案第 1 号   令和 7 年度掛川社会福祉事業会補正予算について 

 

◇令和 8 年 3 月 25 日（第 3 回評議員会） 

議案第 1 号   令和 7 年度掛川社会福祉事業会補正予算について 

議案第 2 号   令和 8 年度事業計画について 

 議案第 3 号   令和 8 年度掛川社会福祉事業会予算について 

 

（2）理事会の開催 

◇令和 7 年 6 月 4 日（第 1 回理事会）  

 議案第 1 号   令和 6 年度事業報告（案）について 

 議案第 2 号   令和 6 年度掛川社会福祉事業会決算及び財産目録（案）について 

 議案第 3 号   評議員候補者の選任（案）について 

 議案第 4 号   評議員選任解任委員会の招集日程及び提出議案について 

 議案第 5 号   理事・監事候補者の選任（案）について 

 議案第 6 号   定時評議員会の招集日程及び提出議案について 

 議案第 7 号   規程の改正について  1）給与規程 

 

◇令和 7 年 6 月 25 日（第 2 回理事会）  

議案第 1 号    理事長の選定について 

報告第 1 号   評議員選任解任委員会議事録の提出について 

報告第 2 号   理事長業務執行報告について（3 月～5 月） 

 

◇令和 7 年 9 月 17 日（第 3 回理事会）  

議案第 1 号    規程の一部改正について 

1） 育児・介護休業に関する規程の一部改正について 



2） 正規職員給与規程の一部改正について 

3） 非常勤職員給与規程の一部改正について 

報告第 1 号   理事長業務執行報告（6 月～8 月） 

 

◇令和 7 年 12 月 11 日（第 4 回理事会） 

議案第 1 号   令和 7 年度かけがわ苑拠点区分積立金の取崩しについて 

議案第 2 号   ききょう荘前期末及び当期末支払資金残高の使用について 

議案第 3 号   令和 7 年度掛川社会福祉事業会第一次補正予算案について 

議案第 4 号   第 2 回評議員会の招集日程及び提出議案の承認について 

議案第 5 号   令和 8 年度かけがわ苑給食業務委託契約締結について 

議案第 6 号   顧問の選任について 

報告第 1 号   理事長業務執行報告（9 月～11 月） 

報告第 2 号   中期監査報告 

 

◇令和 8 年 2 月 13 日（第 5 回理事会） 

議案第 1 号   役員等賠償責任保険契約の内容について 

 議題第 1 号   令和 8 年度事業計画の策定、方向性と概要について 

 報告第 1 号   掛川社会福祉事業会第 2 次 10 カ年計画について 

 

◇令和 8 年 3 月 11 日（第 6 回理事会） 

 議案第 1 号   令和 7 年度かけがわ苑拠点区分積立金について 

 議案第 2 号    令和 7 年度掛川社会福祉事業会第二次補正予算案について 

 議案第 3 号   規程の一部改正（案）について 

 議案第 4 号   令和 8 年度かけがわ苑拠点区分拠点区分間の繰り入れについて 

議案第 5 号   令和 8 年度ききょう荘拠点区分前期末支払資金残高の本部拠点区分へ

の繰入について 

議案第 6 号   令和 8 年度積立金について 

1）かけがわ苑拠点分 

2）ききょう荘拠点分 

 議案第 7 号   令和 8 年度事業計画（案）について 

 議案第 8 号     令和 8 年度掛川社会福祉事業会当初予算案について 

 議案第 9 号    第 3 回評議員会の招集日程及び提出議案の承認について 

 報告第 1 号   理事長業務執行報告（12 月～2 月） 

  

 

 



（3）監事による監査の実施 

 決算監査（会計監査・業務監査）   令和 7 年  5 月 28 日 受審 

 期中監査（会計監査・業務監査）   令和 7 年 10 月 30 日 受審 

 

（4）掛川市による社会福祉法人監査 

 令和 7 年度 受審なし 

 

（5）登記関係 

 資産の変更登記     令和 7 年 6 月 26 日登記（資産総額 775,546,222 円） 

 役員（理事長）登記   令和 7 年 6 月 26 日登記（令和 7 年 6 月 25 日就任） 

 

（6）建設資金等借入金償還関係 

 施設建設等資金としての島田掛川信用金庫からの借入及び償還状況は資料 1（参照）の通

り。 

 

（7）寄付金等の受入状況 

 現金  606,000 円 （かけがわ苑 600,000 円 掛川社会福祉事業会後援会より 他） 

物品  マッサージチェア 1 台 （かけがわ苑 172,500 円相当 本村清子様より）  

    車椅子 1 台 （かけがわ苑 59,000 円相当 村岡財団様より） 

     

（8）職員の動向（年間） 

正規職員新規採用者数 正規職員退職者数 非常勤職員新規採用者数 非常勤職員退職者数 

7 人 9 人 14 人 14 人 

 

（9）法人事業所利用者事故（行政への報告ケース）発生数 14 件 

 

（10）サービスに係る苦情受付件数      13 件 

 

（11）法人本部所管の委員会活動 

①広報・人材確保対策検討委員会 

会議開催  年 8 回 

主な活動実績 

・ホームページ（ブログ含む）の更新管理及びホームページ改正に向けたアンケー

ト実施 

・広報誌「笑顔のわ」の編集、発行 

・求人広告媒体（ミイダス）の採用結果アンケートの実施 



・リクルートパンフレットの改訂 

・各種求人活動企画、参加 

 

②地域貢献事業検討委員会 

会議開催  年 6 回 

主な活動実績 

・掛川市社会福祉協議会との連携による小規模地域ネットワーク事業への参画 

・地域認知症カフェ利用者の送迎支援、フードバンク支援 

・法人内職員に対する地域貢献活動への意識啓発と連携強化（研修参加、広報ブロ

グ発信） 

 ・県老施協主催福祉研究大会への出展 

 

③人材育成支援委員会（旧人材育成検討委員会） 

会議開催  年 6 回 

主な活動実績 

・委員会機能の明確化（委員会名称変更・運営規程の改正） 

・プリセプター制度の適正運用に向けた検討と制度名称の変更 

・新入職員採用時研修企画運営 

・Web 研修視聴への働きかけ 

 

 ④法令遵守支援委員会（旧事業監査委員会） 

会議開催  年 4 回（ワーキング除く） 

主な活動実績 

・委員会機能の明確化（委員会名称変更・運営規程の改正） 

・内部監査及び一般職、指導職へのアンケート実施による現場課題の抽出 

・現場課題を踏まえた上での法令遵守に向けた伴走型支援の採用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7 年度 

特別養護老人ホームかけがわ苑 事業報告書（案） 
 

総括 

令和 7 年度における特別養護老人ホームかけがわ苑は、ご利用者の面会や外出・外泊対

応の更なる緩和により、ご利用者とご家族の交流が大きく広がりました。ボランティアの

受け入れも増加し、地域の方々との触れ合いが日常的に生まれたことで、ご利用者の皆様

に多様な刺激と楽しみを提供することができ、外出行事や季節行事を継続して実施する等、

生活の質向上につながる取り組みを進めることができました。 

入退所に関しましては、退所者数が前年度より減少した一方で、入所申込者数は増加し

ました。また、ご利用者の入院による空床は増えましたが、空床発生から入所までの期間

は平均 11.2 日となり、計画的な情報収集や事前アセスメントにより円滑な入所調整が進み

ました。ショートステイとの連携による空床活用は伸び悩みましたが、地域への働きかけ

や ICT を活用した申込対応が待機者確保に寄与しました。 

地域との関わりにつきましては、ふれあい広場へ参加し地域へ出向くことや、掛川社会

福祉協議会を通じてフードバンク支援を継続することで、地域貢献の取り組みが評価され

令和 7 年度掛川市社会福祉大会において感謝状をいただきました。 

ご利用者の食事に関するサービスにつきましては、給食委託会社によるサステナブル事

業の一環として新しい食事提供体制への変更やソフト食廃止など大きな運用変更がありま

したが、概ね混乱なく移行することができ、時間栄養学を取り入れた献立で一段と美味し

く、食べやすく、高栄養な食事サービスを提供しております。一方で、口腔ケアの実施体

制整備は課題として残り、今後の改善が求められます。看取り期のご家族への支援も多職

種で連携し、安心して過ごせる環境づくりに努めました。 

また、行事の充実や外部交流により利用者の楽しみは広がりましたが、個別のリクエス

ト企画や療法レクリエーションの実施には課題が残りました。人材育成や定着に向けた取

り組みは進んだものの、定着に向けた十分なフォローが難しい場面も見られました。ICT

活用や介護ロボット導入、夜間オンコール代行サービスの開始は、職員の負担軽減、働き

やすい環境づくりに一定の成果をもたらしました。 

 

 

１．利用者の状況について 

ア－１）利用者実績（在籍率：年間平均％）※令和７年度当初目標：98.4％               

定員 80名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

延べ日数 2285 2418 2374 2445 2459 2366 2435 2374 2463 2460 2195 2467 

在籍率 95.2 97.5 98.9 98.6 99.2 98.6 98.2 98.9 99.3 99.2 94.6 99.5 

※小数点第 2 位以下切り上げ計上 



下記表の通り、退所者については昨年度より少ない人数となっています。しかし、入院

の延べ日数に関しては昨年度より多い状況でした。退所による空床発生から入所までは平

均 11.2 日で推移しましたが、平均在籍率は 98.1％と目標実績に届きませんでした。 

ア－２）入退所及び入退院状況（前年度） 

新規入所者数 退所者数 入院実人数 延べ入院日数 延べ外泊日数 
施設内看取り

実績 

21 人 

（35 人） 

19 人 

（34 人） 

19 人 

（19 人） 

226 日 

（204 日） 

5 日 

（21 日） 

13 件 

（13 件） 

※看取りは同意書を取り交した後に死亡した件数 

 

 

ア－３）新規入所申込者数（前年度）              

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12月 1 月 2 月 3 月 計 

人数 9 14 7 5 8 7 7 4 

 

 5 4 8 11 
89 

（76） 

 

 

ア－４）要介護度の分布（月初基準） 

介護度 1 2 3 4 5 平均介護度 

4 月（期首） 0 0 35 20 25 3.9 

3 月（期末） 0 0 32 21 27 3.9 

比較増減 0 0 △3 ▲1 ▲2 0 

 

 

ア－５）保険者に対する事故報告該当件数 

 年間 6 件（前年度 7 件） 

内訳…骨折事故 4 件   

受傷による血種での事故 2 件 

 

２．家族等関係者及び地域との連携について 

 

 

ア－１）家族との連携（前年度） 

面会者延べ人数 1 日平均面会者数 

3181 人（2494 人） 8.8 人（6.4 人） 

 



利用者外出延べ人数 

140 人（166 件） 

段階的に見直してまいりました食事を伴う外出や外泊の対応につきましては、さらに柔

軟に対応できるように前日 15 時迄の予約へと緩和をしました。 

 

ア－２）地域等との連携（前年度） 

ボランティア  

受入実人数 

ボランティア  

受入延べ人数 

ボランティア  

1 日平均受入人数 

新規ボランティア

実人数（再掲） 

実習生受入    

延べ人数 

74 人      

（10 人） 

126 人・10 団体  

(42 人・2 団体） 

 5.04 人        

(8.69 人) 

2 人 1 団体      

(1 人 1 団体) 

68 人       

(76 人) 

 

ア－３）優先入所検討委員会 4 回開催（6 月 24 日・9 月 23 日・11 月 25 日・3 月 24 日） 

優先入所検討委員会については、開催頻度や方法の見直しを行い、法令遵守に基づいた

効率的かつ透明性の高い運営を目指して取り組んでおり、優先入所指針に沿った実施がで

きています。また、入所申込者の減少を受け、地域住民や居宅介護支援事業所、地域包括

支援センター、慢性期病院等への営業活動を進めています。特例入所の受け入れ姿勢を示

すため、居宅介護支援事業所向けにチラシを作成し、7 年度には 1 件、特例入所案件として

保険者へ照会を行った事例がありましたが認められず、入所には至りませんでした。 

退所による空床発生から新規入所までの期間については、14 日以内を目標として、待機

上位者への事前アセスメントや診療情報提供書の提出依頼を計画的に行い、入所準備を促

しています。その結果、7 年度の実績では、退所による空床発生から入所までの日数は平均

11.2 日となり、目標である 14 日以内を達成しています。 

 

３．相談援助部門 

待機者確保に向けた営業活動として ICT の活用を進め、遠方に住む家族やケアマネジャ

ーからの問い合わせに対し、ホームページから資料や申込書を取得できるよう案内したこ

とで、来苑が難しい方々の利便性が向上し、ホームページ経由の申込が増加しました。ま

た、実習生・ボランティア・慰問の受け入れにも積極的に取り組み、清掃ボランティアや

楽器演奏、歌謡ショーなどを実施したことで、利用者が外部と触れ合う機会が増えました。 

さらに、福祉人材育成として実習生の受け入れに加え、市内中学校の福祉体験や教員研

修も実施し、福祉や介護の仕事に興味を持ってもらえるよう、各部署と連携してプログラ

ムを提供しました。 

地域との関わりでは、昨年に続き地域福祉協議会の「ふれあい広場」に参加し、今年は

介護室の協力により利用者も一緒に参加することができ、地域住民との交流や施設紹介を

行い好評でした。また、フードバンク支援を年 4 回実施し、多くの飲食物を届けた功績が

認められ、掛川市社会福祉大会にて感謝状を受領しました。総合防災訓練では地域役員と



連携し、6月には実際の避難誘導を行うなど、地域防災への貢献も継続しました。 

また、相談援助室では介護室が企画実施する季節行事とは別に外出行事や餅つき大会な

どのアクティビティを企画・実施しました。外出行事は入念な計画により事故なく実施で

き、利用者の普段見られない一面を知る機会となりました。餅つき大会では給食室と連携

し、疑似餅入りのお汁粉を提供したところ大変好評であり、介護職員の協力があることで

さらに盛り上がることを実感しました。 

相談援助室は施設の窓口として、ご利用者・ご家族と施設をつなぐ重要な役割を再認識

し、申込者や相談者に真摯に向き合うことで信頼を得るよう心掛けました。看取り期のご

家族に対しても、多職種と連携しながら気持ちに寄り添い、安心して過ごせる環境づくり

に努めました。 

 

４．栄養管理部門 

 令和 7 年度当初にききょうフロアの温冷配膳車導入は予定どおりスムーズに移行できま

した。一方、洗浄業務を厨房へ戻したことで介護職員の業務が軽減され、本来はその時間

を口腔衛生管理強化に充てる予定でしたが、現状は成果が道半ばの状況であります。今後

は温冷配膳車の全フロア導入が実現し業務効率化が図れることから口腔体操、口腔ケア時

間を一層確保し、安全な食事、経口摂取維持のため多職種で取り組む必要があります。栄

養士としても、義歯・口腔機能の視点での記録や他施設の情報を踏まえながら、定期的に

協力歯科医療機関の歯科医師から直接、口腔衛生管理の指導・助言を受ける機会を通じて

口腔衛生管理体制への参画を検討して参ります。 

食事提供では、3 月 10 日からの給食委託会社による「シン・食事サービス」への切り替

えは新たな取り組みではありましたが、多職種で業務見直しや食事形態の調整を行い、ソ

フト食廃止も大きな混乱なく移行できました。委託業者の事情で外食チェーンとのコラボ

サービス献立が中止になった一方、リクエスト献立やおやつ作りを実施しご利用者から好

評を得ました。また、夏祭りや敬老会を家族参加で盛大に開催し、会食を交えた時間を提

供できました。 

その他、生産性向上を目的に栄養マネジメントソフトを導入して業務の効率化を図りま

したが、栄養マネジメントの LIFE フィードバックの活用は課題に残っております。 

 

５．介護・看護部門 

 ご利用者の生活の質向上と安全なケアの提供、そして職員の働きやすい環境づくりを目

標に、介護・看護部門でさまざまな取り組みを進めてまいりました。四季折々の行事を計

画的に実施し、ご利用者が季節の移ろいを楽しめる機会を提供するとともに、面会制限の

緩和によりご家族と一緒に参加できる行事も増え、交流の活性化や意欲向上につながりま

した。一方で、学習や運動を取り入れた療法レクリエーション、ならびに「私の暮らしシ

ート」を活用した個別のリクエスト企画については、充分な実施までには至らず、今後は



小規模で取り組みやすい企画から実施につなげていく必要があります。 

介護人材の確保と定着に向けては、業務改善や環境整備、新任職員の育成体制づくりに

取り組みました。7月より夜間オンコール代行サービスの運用を開始し、ご利用者の状態変

化への迅速な対応が可能となったほか、介護職員の不安軽減や看護職員の負担軽減にも大

きく寄与しました。また、生産性向上検討委員会を中心にICT化や介護ロボット導入の検討

を進め、移乗介助ロボット「Hug」を導入したことで職員の身体的負担軽減に一定の成果が

見られました。 

看護・介護ケアにつきましては、4月にきんもくせいフロアで胃腸炎のクラスターが発生

したものの、適切な対応により他フロアへの拡大を防ぎ、その後は標準予防策を継続した

ことで感染症の発生は見られませんでした。日々の観察と多職種連携により、ご利用者の

状態変化には早期対応ができ、必要に応じて迅速な受診や嘱託医への報告を行うことがで

きました。褥瘡評価（DESIGN-R）についても適切に実施し、発生時には早期介入により改

善を図ることができました。 

廃用症候群予防の機能訓練では、日常生活動作を通じた声かけや協力動作の促し、ラジ

オ体操の実施、個別機能訓練など、ご利用者に合わせた訓練を継続して行うことができま

した。 

以上、令和7年度はご利用者の生活の質向上や職員の負担軽減に向けた取り組みに一定の

成果が見られた一方で、個別企画の実施、人材定着、ICT活用の推進など、継続的に改善す

べき課題も明確となりました。今後も利用者本位のケアと職員が安心して働ける環境づく

りを両立させながら、より質の高いサービス提供を目指して取り組みを進めてまいります。 

 

６．行事余暇活動等の実施について 

ア）余暇活動参加実績  

※毎月の誕生会の実施（各フロア毎） 

 

イ）主要行事開催実績 

  実施回数 備 考 

季節活動等 7 回 
花見、端午の節句、七夕、紅葉狩り、餅つき大会、

正月、節分、 

慰問 7 回 

秋葉通り地区お囃子披露、からくり BOX 楽器演奏

等披露、シャープフレンズ大正琴披露、杉とどん

ぐり歌謡曲披露 

リクエスト企画 2 回 カラオケ大会、誕生会 

  実施回数 備 考 

納涼縁日 １回 各フロア開催 

敬老会 １回 多目的ホールにて全体開催 



 

７．防災対策実施状況 

 ・年間訓練実施回数（フロア）10 回  

・総合防災訓練        2 回 

 

８．サービスの質の管理及び向上への取り組み状況   

ア）内部研修開催実績        年 12 回                        

イ）外部研修参加実績      年 131 回（WEB 研修受講含む） 

 

ウ）施設内委員会活動実績 

委員会名 会議開催 主な活動内容 

（安全管理部門）事故防

止・身体拘束廃止・虐待防

止委員会 

12 回 

危険予知トレーニング、移乗ボードの活用実

践、虐待の目チェックリスト、不適切ケアのロ

ールプレイング、身体拘束の基本、身体拘束廃

止宣言の振り返り 

感染褥瘡防止委員会 11 回 

ポジショニングについて、衛生的手洗いについ

て、感染性胃腸炎予防研修、標準予防策につい

ての研修 

サービス向上委員会 10 回 

運営指針の見直し、利用者ご家族アンケートの

実施、利用者評価（アンケート）のフィードバ

ック、第三者評価受審結果の周知 

防災・防犯委員会 6 回 

防災訓練の計画と実施、防災用品の取り扱いや

職員への周知等、各種マニュアルの見直し、宿

直体制廃止に伴う防犯意識向上のためのアン

ケート研修 

生産性向上検討委員会 9 回 
現場改善（照明・物品整理・機器活用など）を

実施。多床室 1 フロア化を開始 

 

９．地域交流としての取り組み状況  

内容 実施回数 主な活動内容 

ふれあい広場 1 回 事業所紹介、作品展示 

 

 

 

クリスマス会 １回 各フロア開催  



令和７年度 かけがわ苑 

短期入所生活介護事業所 事業報告書(案) 

 
総括 

 令和 7 年度のかけがわ苑短期入所生活介護事業所においては、10 か年計画の後期目標に

沿って医療的ケアを必要とする利用者や緊急ショートの受け入れを行い、地域や居宅介護

支援事業所との信頼関係の強化に努めて参りました。また、事業方針である「皆に選ばれ

る施設」を目指し、昨今の地域ニーズを把握しながら事業を進めて参りました。 

感染症対策では、標準予防策の徹底や体調確認の強化、感染防止委員会との連携による

研修・訓練を行い、職員一人ひとりが安心してケアに向き合える体制づくりに努めること

により感染症が蔓延することはありませんでした。 

サービス利用につきましては、地域における長期利用のニーズ受けてロングショートの

受け入れ相談可能な事業所として正式に発信をし、利用者の状態変化に対し柔軟な対応が

できるよう検討しながら、緊急ショートの受け入れや空きベッドの利用をすすめました。

また、ご利用者には季節行事や喫茶行事、移動図書の利用等を促し心身の活性化支援に努

めました。 

利用実績につきましては、各居宅介護支援事業所のケアマネジャーへの直接営業や特養

入所申込者に対してサービスの紹介を行う等して新規利用者の獲得に努めましたが、平均

稼働率は 80.0％に留まり、目標に掲げた 90.0％達成には至りませんでした。要因としては、

定期的に利用しているご利用者が相次いで特養、老健施設への入所、入院や他界されたこ

とによる利用キャンセルが大きな要因と考えております。 

 

１．利用実績  

ア－１）月間状況   ※平均利用者数は 1日あたりの利用者数。小数点第 2位切上計上 

定員７人 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 

平均利用者数 5.7 4.5 4.8 5.6 6.0 5.9 6.4 5.8 4.7 5.5 6.1 6.2 

利用実人数 23 20 18 22 23 22 25 23 19 22 20 18 

延べ人数 170 140 144 173 185 178 197 174 145 172 171 192 

平均介護度 2.3 2.6 2.8 2.9 3.0 3.0 3.0 3.3 3.2 3.1 3.2 3.0 

稼働率(%) 81.0 64.6 68.6 79.8 85.3 84.8 90.8 82.9 66.9 79.3 87.3 88.5 

 

ア－２）年間状況(前年度)                 ※小数点第 2位切上計上 

利用者延べ人数 
1 日当たり 

平均利用者数 
新規契約者数 平均介護度 年間稼働率  

2041 人 

（2051 人） 

5.6 人 

（5.7 人） 

45 人 

（39 人） 

3.0 

（2.6） 

80.0％ 

（80.4%） 



 

ア－３）年間介護度別延べ人数（前年度） 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５  

273 人 

（448 人） 

342 人 

（280 人） 

752 人 

（1109 人） 

540 人 

（83 人） 

134 人 

（131 人） 

△175 62 △357 457 3 

 

ア－４）年間性別割合（前年度） 

男性 女性 

26.7％ 

（38.3％） 

73.3％ 

（61.7％） 

 

ア－５）年間空床利用（前年度） 

特養空床数 空床利用数 

459 床 

（213 床） 

8 床 

（56 床） 

※特養空床は退所・入院・外泊時に発生、外泊加算算定期間中を含む。 

 

ア―６) 年間新規契約者・利用中止者（前年度） 

新規契約者 利用中止者 

45 人 

（39 人） 

15 人 

（17 人） 

 

イ－１）保険者に対する事故報告件数（医療機関受診を必要とする程度の事故） 

年間 3 件（前年度 2 件） 

※内訳：縫合 1 件、打撲 2 件 

 

２．家族・関係機関との連携状況 

・サービス担当者会議参加回数 8回（前年度 13回） 

今年度は、ケアプラン更新時等のサービス担当者会議は 8回参加致しました。開催頻度 

は状態が落ち着いているとの理由で照会となることが多く昨年より減少しています。 

会議に向けての資料は、主にケアに関わる介護職と看護職員が作成し、会議への参加は 

生活相談員が対応致しました。 

 

３．サービスの質の管理及び向上に向けての取組状況 

・感染症対策について 



職員は正しい手洗い・消毒・マスクの着用、フェイスシールド装着等の標準予防策を徹

底し、感染対策に努めることによりクラスターが発生することはありませんでした。今

後も感染症が蔓延しないよう日頃から気を付けて参ります。 

 

・療法レクリエーションの実施 

機能訓練を兼ねたゲームやベビーオイルを使用したハンドマッサージに関しては計画ど 

おりの実践には至りませんでしたが、月 1回の喫茶は継続的に開催し、SNS を活用した回 

想法等に通じる療法活動を積極的に取り入れたところ、ご利用者から好評でした。 

 

・ケアプランデータ連携システムの導入 

 令和 7年度より厚労省が推進する「ケアプランデータ連携システム」を導入いたしまし 

た。近隣事業所における普及率は低い状況にありますが、従来より居宅介護支援事業所 

との連携で発生していた「手書き・FAX・訪問」による書類のやり取りをデジタル化する 

ことにより、「業務効率化」「ミス削減」「連携強化」「ケアの質向上」という介護現場の 

課題解決に直結するメリットがあるため今後も活用して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7 年度 かけがわ苑 

居宅介護支援事業所 事業報告書（案） 

 
総括 

 令和 7 年度の事業所運営においては、令和 6 年度の介護保険法改正により求められた多

様化・複雑化する課題に対応するため、主任ケアマネジャーを中心に「適切なケアマネジ

メント手法」を取り入れたケアプラン作成と、効果的なアセスメント力の向上に取り組み

ました。 

ケアプラン作成については、月平均 175～180 件の目標に対し、172.8 件に留まりましたが、

地域包括支援センターや医療機関からの紹介、ご家族からの相談に対して、幅広い依頼に

対応しました。施設入所の増加や体調悪化による入院など、利用者の状況変化が多かった

ことが計画どおりに件数を伸ばせなかった主な理由でありますが、個々のケースに丁寧に

向き合い、必要な支援につなげるという本来の役割は着実に果たすことができました。 

また、業務の効率化による生産性の向上を図り、職員が働きやすい環境整備を目的として、

データ連携システムの導入とＩＣＴ化の促進に取り組みました。その結果、業務効率の改

善に一定の効果が見られました。特に、関係機関との連携が円滑になったことで、利用者

支援に必要な情報を正確かつタイムリーに把握できる体制が整いつつあります。 

また、主任介護支援専門員を中心としたケアプラン作成の点検を継続的に実施、チェック

表を用いた管理により、業務の標準化と法令遵守の徹底を図ることが出来、支援内容の質

の向上にもつながりました。 

 

１．利用者の状況について 

ア－１）居宅介護支援サービス提供実績                  単位：件 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 平均 

計画作成数 171 173 174 173 175 180 170 174 175 173 167 168 2073 172.8 

ケアマネ 1 人

当りの作成数 
36.3 36.8 37.0 36.8 37.2 38.2 36.1 37.0 37.2 36.8 35.5 42.0  37.2 

※小数点第 2 位切り上げ 

 

年度内新規利用者数（前年度） 年度内契約解約者数（前年度）  

 57 人（62 人） 59 人（47 人） 

※解約者の内訳 ①施設入所 34 人      ②死亡 18 人 

③要支援状態への移行 4 人 ④転居、事業所変更 2 人  

⑤その他 1 人（サービス利用なし） 

新規利用者につきましては、包括支援センターからの紹介が最も多かったものの、ご家族

や他機関からの直接依頼もありましたが前年度より人数は減少いたしました。年度末を除



いては目標稼働率を達成することが出来ました。 

 

ア－２）利用者の状況 単位：人 

介護度 1 2 3 4 5 3～5 の割合 

４月（期首） 71 55 29 13 3   23.3％ 

３月（期末） 66 60 29 8 5   25％ 

比較増減  △5  5 0   △5   2  

※当月利用述べ人員の 1 日当たりの平均とし、小数点第 2 位を切り上げる。 

 

イ－１）介護予防支援サービス提供実績                 単位：件  

  月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 平均 

計画作成

数 
23 23 24 27 26 28 32 32 33 34 32 32 346 28.9 

ケアマネ  

1 人当り 
4.8 4.8 5.1 5.7 5.5 5.9 6.8 6.8 7.0 7.2 6.8 8.0  6.2 

（総合事業対象者含む）※小数点第 2 位切り上げ 

※3 月 1 日～非正規パート介護支援専門員 1 名減 

 

イ－２）            単位：人 

年度内新規利用者数（前年度） 年度内契約解除者数（前年度） 
 

16 人（15 人）  5 人（9人） 

 ※解約者の内訳 死亡 1 名  施設入所 0 名  介護給付への移行 4 名   

 

２．受託事業の実施状況 

介護認定調査実績                           単位：件  

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計(前年度) 

調査実施件数 2 2 2 0 0 2 2 2 0 0 0 0 12(12) 

介護認定調査につきましては、認定期間延長により依頼件数が減っています。 

 

３．サービスの質の管理及び向上に向けての取組状況 

ア）内部研修開催実績 

  年 10 回開催 

  職員会議及び定例会議の中で、外部研修に参加した職員による内部研修（勉強会）を

行い職員への周知を図り更なる資質向上に努めました。 

  防災・訓練含む（５回）、虐待（２回）、身体拘束（１回）、感染（２回） 



イ）外部研修参加実績 

  年間 21 回参加 

  掛川市、及び掛川市介護支援専門員連絡協議会の研修に集合型で参加しています。 

8 月にグランシップで開催された「高齢者福祉研究大会」にはケアマネジャーとして地

域貢献事業に対する取り組みを発表しました。 

 

ウ）合同事例検討会 

  年１回 

  以前から開催されている事例検討会は、今年度も集合型にて１回開催され、２名参加

し他居宅事業所との連携を図りました。 

 

エ）その他 

利用者アンケート 年 1 回実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7 年度 かけがわ苑 

通所介護事業所 事業報告書（案） 

 
総括 

  2025 年問題に象徴されるように、団塊の世代が 75 歳以上となり、後期高齢者人口が急

増する社会情勢の中、通所介護事業所におきましては目標利用人数 22 名を達成することが

できず、1.3 人及びませんでした。一方で、通所介護計画書の作成や科学的介護推進加算の

提出など、法令遵守を基盤とした運営体制を意識して努めて参りました。職員へもコンプ

ライアンス研修を行い、介護保険制度の理解を深めました。 

  事業所運営を効果的にすすめる上で必要な委員会活動につきましては、定期開催及び研

修・訓練を実施し、組織的なリスク管理体制の強化に努めました。 

 

１．利用者の状況について 

1 日における平均利用者数 20.7 名の実績につきましては、当初目標の 22.0 人を下回り、

予防給付利用者を含めた全体の平均稼働率も前年度より 3.5%下回る結果となりました。 

体調不良から入院となるケースや、新規利用からすぐに施設入所をしてしまうケースなどが多く、 

長く利用をしていただく方が少ない年度でした。 

 

ア－１）通所サービス提供実績                 ※小数点第 2 位切上 

平日 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 12月 １月 ２月 ３月 合計

(平均) 

介護平均人員 20.9 20.0 21.0 19.3 20.0 20.4 21.3 21.5 21.8 21.2 21.1 19.4 20.7 

利用実績（介護延回数） 460 441 442 445 421 448 489 429 479 424 421 429 444 

平均介護度（予防含む） 1.9 2.0 1.8 1.9 1.8 1.8 1.9 1.9 1.8 1.8 1.8 1.7 1.8 

利用実績（予防人員）  2 1 1 1 2  2  2  1 1 1  1 1 1.3 

利用実績（延回数） 13 8 8 10 8 9  14 4 4 4 4 4 7.5 

利用率（予防含む） 71.7 68.0 71.3 66.0 68.7 70.0 73.0 72.3 73.3 71.3 71.0 65.0 70.1 

※実施日数＝月曜日から金曜日。ただし、１月 1 日～１月３日を除く 

※利用稼働率＝月定員合計に占める月利用延人数合計の割合 

ア－２）年度内状況（前年度） 

年度内新規利用者数 年度内契約解除者数 体験利用者数 キャンセル数 

11 件（18 件） 19 件（15 件） 15 件（25件） 428 件（356 件） 

※体験利用のうち 11 名がサービス契約締結に至りました。 

※キャンセルの主な内訳 

  自己都合  77 件     体調不良    128 件      受診・入院    130 件 

  ショートステイ  56 件     その他    37 件 



２．家族・関係機関と連携状況 

  ご利用者、ご家族に対してアンケート（意向調査）を行いました。ご家族やご利用者 

  様との連携については、電話、連絡帳、書面などで行ってきました。今後のデジタル 

  化を見据え、アンケート内にてデバイス普及率を調査いたしましたが、デバイスを 

所持していない方が半数でした。この結果に基づいて現行通りの連携方法を継続して 

いますが、今後の ICT 化によるご家族との連絡手段を検討していきます。 

 

３．サービス提供状況 

    個別機能訓練加算は算定しておりませんが、機能訓練指導員（看護師）を中心とし 

    た機能訓練（マッサージ機・足漕ぎマシン）や通信カラオケシステム DAM による運

動プログラムを活用した口腔体操や体操を行ないました。 

 

 ４．防災対策実施状況 

   年間訓練実施回数      12 回 

                 利用者避難誘導訓練     9 回 

                 訓練講話          3 回 

                 職員防災研修        2 回 

   利用中の地震・火事・風水害に関連した防災訓練を実施しています。特養の総合防災

訓練の連携訓練にも 2 回参加致しました。また職員防災研修では南海トラフ地震の対

応の BCP の周知、福祉避難所についての内部研修を行いました。 

 

 ５．サービス管理及び向上に向けての取組状況 

  ア）内部研修開催実績 

      年 7 回  開催 

    事故防止・身体拘束廃止・虐待廃止・感染予防対策・生産性向上・防災についての

研修を計 7 回、法令遵守研修を２回、入浴介助研修を 1 回開催し職員の資質向上に

努めました。 

  イ）外部研修参加 

      年 12 回  参加 

    中東遠地区職種別研究会（通所介護）や生産性向上フォローアップ研修にも参加を

し事業所での取り組みに反映致しました。 

 

 

 

 

 



令和 7 年度  

掛川市西部地域包括支援センター事業報告書（案） 

総括 

  令和７年度は、国が求める地域包括ケアシステムの深化に沿い、当センターでは地域

の実情に応じた支援体制の整備を進め、高齢者を地域全体で支える仕組みの強化に努めて

参りました。令和 5 年度より開始された地域包括ケア推進課主催「地区把握：地域元気の

WA!」は、今年度、和田岡地区において 6地区中 3か所目の実施を完了し、ふくしあ入所団

体が共通の視点で地域の特性を把握し将来的な課題を見据える基盤づくりが着実に進展し

て参りました。地区ごとに課題の差異はあるものの、多くの住民が「出会い」や「つなが

り」を求めている傾向が明らかとなり、地域における交流促進の重要性が再確認されたと

ころであります。重度化リスクの高い事例への対応では、訪問回数を増やすことで情報収

集を強化し、早期の支援介入につなげる体制を整えて参りました。           

また、公的機関の他、民間企業を含む多様な社会資源の活用につきましては、短期終結

を目指した効果的かつ迅速な支援提供を進めるとともに、行政・医療・福祉団体との機関

連携を広げ、地域資源を活用した住民参加型の支援体制の構築にも取り組んで参りました。                     

加えて、ICT を活用した業務効率化を進め職員負担の軽減と持続可能な運営体制の確立をは

かるための研修等、情報収集を実施して参りました。 

   

１．総合相談支援 

年間相談件数は 7,079 件であり、前年度に引き続き高い水準で推移しています。内訳

（重複回答有りあり）と致しましては、介護・日常生活に関する相談（3,383 件）、介

護保険制度に関する相談（2,690 件）居宅サービスの利用・調整（2,638 件）、医療に

関する相談（2,639 件）です。生活全般の困りごとや制度理解、サービス調整に関する

相談が中心であり、地域における支援ニーズの高さがうかがえます。 

相談形態別では、電話相談が 4,801 件と全体の約 7 割を占め、来所 686 件、訪問 1,592

件となっています。電話による相談が中心である一方、訪問支援も一定数実施してお

り、地域における支援体制が継続して機能していることが確認できます。 

<圏域内状況及び相談経路>                     

   単位：件 

 R１ R2 R3 R4 R5 R6 R7 

高齢者数 6,820 人 6,95１人 7,048 人 7,213 人 7,303 人 7,383 人 7,514 人 

高齢化率 25.1％ 25.5％ 26.0％ 26.7％ 27.3％ 27.61％ 28.54％ 

来 所 ６９３ ６４３ ５２１ ４２１ ５４５ ５９４ ６８６ 

電 話 ４２２５ ４２２４ ２９１６ ３０９６ ３０５１ ３０７２ ４８０１ 

訪 問 ２２３９ １６２２ １２１８ ９２８ ９５７ １１６１ １５９２ 

合 計 ７１５７ ６４８9 ４６５５ ４４４５ ４５5３ ４８２７ ７０７９ 



<高齢者実態把握調査：新規把握者・追加再入力者・新規登録者>       単位：件 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12月 1 月 2 月 3 月 計 

37 30 32 30 36 30 24 25 35 32 17 18 346 

  

新規相談件数は前年度に比べ 20 件増加し、全体相談件数も大幅に増加し、相談内容が複

雑化していることが窺えます。具体的相談内容として前年度に引き続き「家族関係・経

済関係」に関する相談が増加し世相を反映しているものと窺えます。 

 

<新規相談対象者の地区・男女別人数>   

 人口 高齢者人口 高齢化率 新規相談数 

（男性） 

新規相談数 

（女性） 

新規相談 

合計数 

和田岡 2,804 897 31.99％ 14 28 42 

原谷 3,630 1,304 35.92％ 22 40 62 

原田 1,342 561 41.80％ 16 10 26 

原泉 396 215 54.29% 9 3 12 

桜木 11,378 2,999 26.36％ 48 80 128 

西郷 6,774 1,538 22.70％ 30 43 73 

計 26,324 7,514 28.54％ 139 204 343 

相談件数は、前年度同様、西部ふくしあ近隣の桜木地区が人口も多いことと比例し 1 番多

かったです。 

 

２．権利擁護業務 

１）成年後見制度の活用・促進 

権利擁護業務に関する相談は、201 件で、昨年に比べ 20 件増加し、成年後見制度申立て

に結びつけたケースは 2 件、任意後見制度に結びつけたケースは２件ありました。困難

ケースは司法書士との意見交流会や他機関にてアドバイスを頂き支援を行いました。 

２）虐待事案への対応 

認知症、精神疾患、高次脳機能障害、経済困窮等、複合的な問題を抱えているケースに 

ついて虐待受付票を 5 件提出し、関係機関と幾度も会議を重ねて検討し、早期終結に向 

け対応して参りました。 

３）困難事例への対応 

生活困窮、複合的な問題を抱えた家族の事例については、ふくしあ行政、社協などと連

携し対応に努めて参りました。 

４）消費者被害への対応 

訪問販売等による消費者被害に対し警察との連携する事例は発生しませんでしたが、相

談者に必要時、消費生活センターを紹介して参りました。 



５）その他 

権利擁護団体（弁護士・司法書士）との意見交換会に参加をし、抱えている事例につい

てのアドバイスを頂き、支援につなげることができました。 

 

<権利擁護相談件数>                  単位：件 

 R１ R2 R3 R4 R5 R6 R7 

虐待 ５５ １７ ２２ ３１ １７ １１６ １１９ 

権利 １４６ １８２ １３７  ６０  ７２ １８１ ２０１ 

消費 １８ ０ ０ ０ ５ ２１ ５ 

合計 ２１９ １９９ １５９ ９１ ９４ ３１８ ３２５ 

 

<高齢者見守りネットワーク推進事業に関する協定事業所との連携> 

回 数： 8 回 

内 容： 本郷西（4 回）や和田岡（2 回）の見守りネットワーク会議、地域での見守り構

築の為の会議（2 地区）等に参加をして参りました。 

 

３．包括的・継続的ケアマネジメント業務 

高齢者が地域で生活できるようケアマネジャーなど様々な職種と連携し、個々の高齢者の

状況や変化に応じて包括的継続的にマネジメントを行いました。 

 １）包括支援センターをより身近な存在に感じてもらうために、職員紹介や業務報告等

を掲載した包括だより「ほっこり」を年 1 回発行し民生委員、サービス事業所、居

宅介護支援事業所などに配布致しました。リレー方式で社会資源の紹介を掲載する

ために情報収集を行いネットワークの拡大に努めました。 

２）地域の介護支援専門員に対して、電話や来所によりケアプラン作成技法、区分変更

等の相談を受け、助言を行ないました。新たな介護支援専門員にはプラン立案の要

点などを書面にて伝えました。 

３）地域の介護支援専門員が抱える支援困難事例について、各種専門職種の職員や地域

の関係者、関係機関と連携し、同行訪問や個別ケース会議を開催し解決に向けて後

方支援を行ないました。 

  

 

 

 

 

 

 



４．介護予防ケアマネジメント 

①介護予防給付について 

<介護予防支援費請求件数>                         単位数：件 ※小数点第 2 位切上げ 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 

直営 8 9 9 10 10 11 10 9 9 8 10 11 114 9.5 

委託 72 72 78 77 77 76 78 77 78 77 79 81 922 76.8 

合計 80 81 87 87 87 87 88 86 87 85 89 92 1036 86.3 

<利用者の状況>                            単位数：人 

 要支援１ 要支援２ 合計 

直営 ２６ ８８ １１４ 

委託 ２９７ ６２５ ９２２ 

 

②第 1 号介護予防支援事業について 

<介護予防ケアマネジメント請求件数>                                  単位数：件 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計 平均 

直営 32 30 29 29 30 30 35 34 34 34 33 31 381 31.7 

委託 27 31 35 38 42 42 40 38 39 40 42 40 454 37.8 

合計 59 61 64 67 72 72 75 72 7３ 74 75 71 835 69.5 

 

<利用者の状況>                            単位数：人 

 事業対象者 要支援１ 要支援２ 合計 

直営 ３０９ ４９ ２３ ３８１ 

委託 １０６ １８０ １６８ ４５４ 

 

<介護保険改正に伴う総合事業導入後の直営・委託件数動向>  3 月実績比較 

 ＊直営目標件数： ４０件/月（令和８年１月から３月まで職員１名減） 

 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

介護予防 

ケアマネ 

ジメント 

件数 合計 介護予防 

ケアマネ 

ジメント 

件数 合計 介護予防ケアマネ

ジメント 

件数 合計 

直営 
予防給付 13 

37 
予防給付 ８ 

41 
予防給付 11 

42 
事業対象者 24 事業対象者 33 事業対象者 31 

委託 
予防給付 63 

89 
予防給付 73 

103 
予防給付 81 

121 
事業対象者 26 事業対象者 30 事業対象者 40 

 



５．その他 

<個別地域ケア会議> 

開催数： 31 回（ 開催時期：随時 ） 

内 容：会議内容としては、同じケースを数回行うなど、多職種、他機関との連携を図り 

    今後の支援について話し合いを行いました。 

 

<地域ケア会議> 

開催数： 9 回  開催時期：（ 5～7 月懇話会・７月 11 月） 

内 容：吉岡団地において民生委員や地域の方々、関係機関等と顔を合わせ共通課題につ

いて話し合いの機会を持ちました。また、地域元気の WA にて和田岡地区の課題

と今後について会議を行いました。また、懇話会では、見守りネットワークにつ

いてと地域とふくしあの連携をテーマに 7 回実施して参りました。    

 

<相談協力員懇話会> 

開催数： 7 回（開催時期：5～７月） 

内 容：ふくしあ団体にも参加していただき、「見守りネットワークについてと地域とふく

しあの連携」をテーマに意見交換を実施しました。 

 

<生活支援体制整備事業に関する取り組み> 

◎掛川市地域支え合い推進協議会 

開催数： 0 回 

 

<ケアマネサロン活動> 

開催数： 1 回 

内 容： 西部圏域の居宅介護支援事業所を対象に、「困難事例をチームでどう支えていく

か」をテーマに意見交換を行い、来年度の研修会についての意向も確認をしま

した。 

 

<事業所連絡会> 

開催数： 4 回 

内 容：ZOOM（WEB 会議）にて市役所からの連絡事項を全体会で確認し、その後居宅部

会にも参加を致しました。 

 

<事例検討会> 

開催数： 1 回 

内 容： 小グループに分けて、市内居宅介護支援事業所・地域包括支援センターの職員



が集い、それぞれに役割を持ちながら検討会に参加しました。 

 

<介護支援専門員連絡協議会> 

開催数： 4 回（総会・役員会）4 回 (四役会) 6 回（部会） 

内 容： 地域連携部部会長として、介護支援専門員連絡協議会の会議に参加し、ケアマ

ネの交流会・サービス事業所との意見交換会、ICT 研修を部会として企画実施

しました。 

 

<地域密着型サービス事業所の運営推進会議> 

開催数： 8 回 

内 容：家代の里グループホーム：５回 下垂木の家：２回 ケアサービスききょう０回 

リハプライド１回会議に参加 

 

<健康教育等講話> 

開催数： 5 回 

内 容： ふくしあ入所団体と協力しシニアクラブ、サロン、地区福祉協議会等への講座

を行いました。 

 

<地域包括支援センター専門職会議> 

開催数： 18 回（保健師：6 回 社会福祉士：6 回 主任ケアマネジャー：6 回） 

内 容：専門職ごとの情報交換及び課題検討 

 

<申請手続き> 

地域包括支援センターは「身近な地域の窓口」として、申込者の意向を踏まえ、介護 

保険サービス及び福祉サービスが円滑に提供されるために必要な申請が行われるよう援

助致しました。緊急通報装置の相談はありましたが、条件を満たすことができず申請に

は至りませんでした。 

                                 （件数） 

 

 

 R6 R7  R6 R7 

住宅改修費支給申請書 １ 1 生きがい活動支援申請書関連 5 21 

緊急通報システム関連 0 0 配食サービス申請書関連 19 14 

紙おむつ申請 0 0    



<職員研修> 

   30 回 WEB 研修が主でしたが、専門職の質の向上のために研修に参加しました。 

 

【認知症総合支援事業】 

●総合相談 

 地域包括支援センターの相談件数 7079 件のうち 823 件が認知症に関する相談でした。相

談者の内訳は本人・家族からの相談が最も多く、医療機関（認知症疾患センター）への

同行受診は 11 件、電話対応は 34 件でした。 

 近年、「認知症」の診断を得る場として認知症疾患センターのみならず掛川市内協力医院

が開院したことで認知症を疑う相談に対し早期に適切な介護保険サービスに結びつける

ことができ当事者や家族への負担軽減につながっています。 

 

 

●ケース会議 

◎認知症初期集中支援チーム 

実施件数： 0 回 

内 容：  対象者はいませんでした。 

 

●ネットワーク会議 

◎認知症施策推進会議 

開催数：  1 回（市事業の協力） 

内 容： 認知症疾患センター心理士はじめ、県担当職員、2 市行政・認知症地域推進 

     員と意見交換を積極的に行いました。 

 ◎認知症疾患医療連絡協議会 

  開催数：  1 回 

  内容 ： 認知症医療疾患センターの運営・はじめの一歩の活動報告と、各市町から

の活動報告を確認し、認知症対策の現状と課題について意見交換を行いま

した。 

◎キャラバンメイト連絡会（市事業への参加） 

開催数：  0 回 

内 容： 実働はありませんでした。 

◎認知症多職種研修会（市事業の協力） 

開催数：  1 回 

内 容： 市行政、認知症地域推進員と共に掛川東病院主催の「多職種連携会さてつ」

を活用した研修企画を行い、当日はサポートとして参加しました。 

 ◎認知症地域支援推進員連絡会 



  開催数： 16 回 （内 4 回は、SC・笑生合同会議） 

  内容 ： 市行政、認知症地域推進員、認知症サポート医と定期的に情報交換を行い、

認知症に関する各種事業について検討・実施しました。 

 ◎認知症ボランティア定例会 

  開催数： 4 回 

  内容 ： 実際に、活動内でのボランティアの取り組み紹介や、顔の見える関係づく

りに努め、地域での活動に参加してもらえるよう、声掛けを行いました。 

●広報啓発活動 

◎「認知症」の支援体制の普及啓発講話 

開催数：  3 回 

内 容： 地域のフェスや地域元気の WA で、地域に出向いて「認知症ケアパス」の

周知に努めました。 

◎認知症の理解のための普及啓発「認知症サポーター養成講座」 

開催数：  1  回 

内 容： 原田学童保育所の利用児童を対象に講座を実施しました。 

◎認知症カフェ（市事業への協力） 

実施件数： 12  回 + 出張カフェ 3 回 

内 容： 認知症の方やその家族、地域の方など誰でも気軽に集える「居場所」とし 

て掛川市社会福祉協議会と連携し事業を展開し、出張カフェについては、

永源寺で 2 回、しずくで 1 回開催し、茶カフェの周知活動を実施しました。 

 ◎はじめの一歩 

実施件数： 1  回 

内 容： 他市町と協働し「若年性認知症交流会」の企画、運営に携わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7 年度 掛川市ききょう荘事業報告書（案） 

総 括 

令和 7 年度は、掛川市ききょう荘にとって指定管理期間の最終年度であり、市による養

護老人ホーム集約化方針が具体化した一年となりました。市および小笠老人ホームとの協

議を継続し、移行時期や受入体制に関する調整を進めました。また、利用者・保証人への

説明会を開催し、集約化に関する情報を段階的に共有しました。10 月には掛川市より次期

指定管理者の選定結果通知を受理し、令和 8 年度以降も法人が指定管理者として事業を継

続することが決定しました。 

利用者数の減少が続く状況においても、日常生活支援・健康管理・自立支援・地域交流

など、施設として必要な支援を継続しました。外出や行事は少人数での実施が中心となり

ましたが、利用者の希望を基に計画し、実施しました。地域との関わりでは、敬老会での

慰問や水垂地区合同グラウンドゴルフ大会の開催など、地域住民との交流の機会を確保し

ました。生活管理短期宿泊事業では、緊急入所にも対応し、関係機関と連携しながら必要

な支援体制を維持しました。 

社会情勢としては、物価高騰や災害リスクの高まり、感染症対策の継続など、運営面で

の調整が求められました。給食材料費の値上げ要請については委託業者と協議し、令和 8

年 1 月からの改定に向けて準備を進めました。感染症対策では、7 月に新型コロナ陽性者が

1 名発生しましたが、隔離対応と経過観察により施設内での拡大はありませんでした。面会

や外出・外泊は年間を通じて実施し、利用者の生活の幅や家族との交流機会を確保しまし

た。 

防災面では、火災・地震・土砂災害などを想定した訓練を継続し、夜間を含む総合的な

訓練を通じて災害時の対応力の向上を図りました。9 月には県の指導監査が実施されました。

改善指導事項はありませんでしたが、大浴槽の塩素濃度管理に関する助言指導を受け、管

理方法を見直しました。 

委員会活動では、利用者との日常の関わりを見直す取り組みや虐待防止に向けた継続的

な実践が評価され、虐待防止検討委員会が関東ブロック大会で優秀賞、全国大会で奨励賞

を受賞しました。サービス向上委員会では、ハラスメント研修や自己評価チェックを継続

し、「日々の関わりセルフチェックシート」を導入しました。感染対策委員会、事故防止委

員会など各委員会も、研修や点検を通じて年度計画に沿った活動を実施しました。 

設備面では、パソコンの更新を行い、AI を活用した業務体制の整備を進めることで、業

務の効率化に取り組みました。また、受水槽関連設備や非常用電源設備の更新を行い、施

設機能の維持に努めました。第三者評価事業の結果が県ホームページで公表され、外部評

価を受けた年度でもありました。 

令和 7 年度は、施設集約に向けた準備が進む中でも、日常の支援体制を維持し、必要な



サービスを提供しました。こうした取り組みを積み重ねることで、ききょう荘としての役

割を着実に遂行し、利用者の移行に向けた準備を進めた一年となりました。 

事業報告 

１．相談援助（生活相談員） 

① 日常生活の支援 

・入退所、短期宿泊、医療受診、入院調整など、生活環境が変化する場面に対応しました。

利用者の状況を把握し、必要に応じて関係機関と連携しながら生活面の調整を行いまし

た。 

・施設集約に関する市の説明会が実施され、利用者・保証人への情報提供と意向確認を行

いました。面会は年間を通じて実施し、延べ 121 名の来訪がありました。 

 

② 個別処遇計画におけるマネジメントの確立 

・利用者の意向や状態に基づき個別支援計画を作成し、多職種で共有しました。心身状態

の変化に応じて計画の見直しを行い、必要に応じて関係機関と連絡調整を行いました。 

・歯科検診、精神科受診、耳鼻科受診など、専門機関との連携も継続しました。 

 

 

２．生活支援（支援員） 

① 日常生活の充実 

・令和 7 年度は利用者数の減少に伴い、3 階居室を全室ひとり部屋として提供しました。 

・利用者の希望を基に、外食、デザート企画、買い物など少人数での行事を実施しました。 

・敬老会では JA 女性部「ハツラーズ」の慰問を受け、『ききょう荘の歌』の合唱披露が行

われました。 

・水垂地区合同グラウンドゴルフ大会は、前日の雨で開催が危ぶまれましたが、地区役員

との協議により実施が決定し、2 年ぶりの開催となりました。 

・日常生活では、清掃、洗濯物たたみ、環境整備など、利用者が取り組める作業を継続し

ました。 

 

② 自立支援 

・棒体操、口腔体操、手足の運動など、日常的に取り組める活動を継続しました。 

・通院や買い物などの外出について、利用者が手順を理解して行えるよう必要な支援を行

いました。 

 

 

３．健康管理（看護職員） 



① 口腔機能の維持向上 

・口腔体操の実施を継続し、歯科検診の結果に基づき個別の口腔ケアを行いました。飲み

込みの動きや咀嚼の様子を確認しながら支援しました。 

 

② 認知症の予防 

口腔体操に手指・下肢運動を組み合わせて実施しました。エバーグリーン体操教室を継

続し、身体を動かす機会を確保しました。必要に応じて精神科・耳鼻科受診につなげま

した。 

 

③ 感染症対策 

・手洗い・消毒の徹底、嘔吐処理訓練、ゾーニング訓練を実施しました。7 月に新型コロナ

陽性者が 1 名発生し、隔離対応と経過観察を行いました。 

 

④ 医療サイン 

・入浴時など日常と異なる場面での観察を行い、体調変化の把握に努めました。検温・血

圧測定を継続しました。 

 

 

４．食生活・栄養管理（管理栄養士） 

① 食事機能維持による生活の質の向上 

・飲み込む力の重要性や口腔体操のポイントを掲示し、正しい動きができるよう声掛けを

行いながら取り組みを継続しました。 

・フレイル予防については日常的に意識できるよう支援し、食事機能の維持につなげまし

た。 

 

② 多様なニーズへの対応 

・利用者の状態に合わせて食形態や食事アイテムを調整し、継続して食事がとれるよう支

援しました。 

・ゼリー食の利用者には、外出先でも食べやすいメニューが選べる場所を検討するなど、

食の選択肢を広げる工夫を行いました。 

・必要に応じてミキサー食の検討やセミナー参加による情報収集を行い、個々の状態に応

じた対応を進めました。 

 

③ こだわりの食事・楽しめる食事 

・年間行事に合わせた特別食や季節の行事食を提供し、日々の食事に変化を持たせました。 

・委託先提案によるミルクカルシウムや麦飯、無添加だしの導入など、健康面に配慮した



取り組みも進めました。 

 

④ 安全衛生 

・温度管理や衛生点検など、給食運営に必要な基本的な取り組みを継続しました。 

・保健所による給食施設調査に対応し、必要に応じて捕虫器の交換など設備整備を行い、

衛生管理の維持に努めました。 

 

５．災害対策 

① 各災害に備えた防災訓練の実施 

・火災・地震・土砂災害など複数の災害を想定した訓練を年間を通して実施しました。日

中・夜間・宿直体制での対応手順を確認し、職員がそれぞれの持ち場で動けるよう訓練

を重ねました。 

・総合防災訓練では、夜勤職員や宿直員、関係業者と連携し、安否確認、避難誘導、情報

伝達の流れを確認しました。継続した訓練により、災害発生時の対応手順を再確認する

機会となりました。 

 

② 災害等に備えた防災教育の実施 

・消防設備点検や非常用持ち出し袋の確認を行い、必要物品の不足や劣化を点検しました。 

また、水害・土砂災害への対応、原子力災害や発電の基礎知識など、多様な災害に関す

る学習を実施しました。 

・ハザードマップの確認を通じて地域の災害特性を把握し、災害時の行動判断や情報共有

の重要性を職員間で共有しました。 

 

③ 食材・備品の備蓄 

・食材備蓄は年間を通して計画的に入れ替え、常に新しい状態で備えられるよう管理しま

した。 

・5 月・9 月・11 月に定期更新を実施し、不要となった備蓄品はフードバンクを活用して有

効活用につなげました。 

・年度後半には次年度に向けた備蓄計画を見直し、利用者数の変動を踏まえた適切な備蓄

量を検討しました。 

 

 

６．委員会活動 

① 感染対策委員会 

・感染症の発生状況や季節性を踏まえ、マスク着用基準の見直しを行いました。 

・感染対応ワゴンの物品点検、消毒手順の確認、嘔吐処理やゾーニングの対応方法を再確



認し、日常の感染対策が継続できるよう整備しました。 

・BCP（業務継続計画）の改訂を行い、感染症発生時の対応手順や連絡体制を整理しまし

た。 

 

② 事故防止・身体拘束適正化検討委員会 

・事故発生時の基本対応を確認し、ヒヤリハットの振り返りを通じて再発防止策を検討し

ました。 

・身体拘束に関する基礎知識の確認や、スピーチロック予防に関する学習を行い、日常の

声掛けや関わり方を見直す機会としました。 

 

③ 虐待防止検討委員会 

・虐待の芽チェックリストを年 3 回実施し、日常の関わりを振り返る機会としました。 

・毎月 26 日の「ツムの日」では、職員が個別に目標を設定し、関わり方や言葉掛けを意識

する取り組みを行いました。 

・委員会として取り組んだ内容が評価され、関東ブロック大会で優秀賞、全国大会で奨励

賞を受賞しました。 

 

④ サービス向上委員会 

・ハラスメント研修を実施し、職員間のコミュニケーションや利用者との関わり方を見直

す機会としました。 

・施設サービスの自己評価チェックを継続し、日常の支援を振り返る取り組みを行いまし

た。 

・新たに「日々の関わりセルフチェックシート」を導入し、個々の職員が日常の関わりを

確認できる仕組みを整えました。 

 

 

７．設備・環境整備 

① 省エネの取組み 

・電力使用量の確認を継続し、日常的に節電を意識した運用を行いました。 

・書類の電子化を進め、紙資料の削減や保管スペースの見直しにつなげました。 

・照明や空調の使用状況を職員間で共有し、無駄のない運用を心がけました。 

 

② 修繕と設備更新 

・老朽化や不具合が生じた設備について、必要に応じて修繕や更新を行いました。 

・受水槽緊急遮断弁盤 UPS バッテリー、自家発電設備蓄電池の更新を実施し、非常時の電

源確保や給水設備の安定運用につなげました。 



・日常点検で把握した軽微な不具合については随時対応し、施設機能の維持に努めました。 

 

③ 掛川市による施設改善 

・建物や設備の状況を随時市へ報告し、必要な修繕が適切な時期に実施できるよう調整し

ました。 

・工事の実施にあたっては、利用者の生活に支障が出ないよう、作業内容や日程を職員間

で共有し、安全確保に努めました。 

・これらの取り組みを通じて、市と連携しながら施設環境の維持と改善を進めました。 

 

 

 

 

８．統計資料等 

①【年間利用者（在籍者）数】 

区分/月  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 平均 

月初     

利用者数 
25 24 23 21 20 20 20 19 19 18 16 17 20.2 名 

月初障害者  

加算人数 
13 13 12 12 12 12 12 12 12 12 11 11 12 名 

 

②【年間入退所者数】            （令和 8 年 3 月 31 日現在） 

区分 入所 退所 現員 

男性 0 名 7 名 12 名 

女性 1 名 2 名 5 名 

計 1 名 9 名 17 名 

 

③【年齢別構成】                     （令和 8 年 3 月 31 日在） 

区分 64 歳以下 65～69 歳 70～79 歳 80～89 歳 90 歳以上 計 

男性 0 名 1 名 10 名 1 名 0 名 12 名 

女性 0 名 0 名 3 名 1 名 1 名 5 名 

計 0 名 1 名 13 名 2 名 1 名 17 名 

男性平均年齢…76.0 歳 女性平均年齢…78.2 歳  全体平均年齢…76.7 歳 

 

④【在所期間別】                    （令和 8 年 3 月 31 日現在） 

区分 1 年未満 1 年以上 3 年未満 3 年以上 5 年未満 5 年以上 10 年未満 10 年以上 計 

男性 0 名 1 名 2 名 7 名 2 名 12 名 



女性 1 名 1 名 2 名 1 名 0 名 5 名 

計 1 名 2 名 4 名 8 名 2 名 17 名 

男性平均期間…7 年 7 か月 女性平均期間…3 年 11 か月 全体平均期間…6 年 5 か月 

 

⑤【要介護認定状況】                  （令和 8 年 3 月 31 日現在） 

区分 事業対象者 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 計 

男性 0 名 0 名 1 名 1 名 1 名 0 名 3 名 

女性 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 1 名 

計 0 名 1 名 1 名 1 名 1 名 0 名 4 名 

 

 

 

 

⑥【日常生活動作等の状況】               （令和 8 年 3 月 31 日現在） 

項 目 介 助 不 要 一 部 介 助 全 介 助 計 

食 事 14 名 3 名 0 名 17 名 

排 泄 16 名 1 名 0 名 17 名 

入 浴 14 名 3 名 0 名 17 名 

体 位 17 名 0 名 0 名 17 名 

着 脱 14 名 3 名 0 名 17 名 

移 動 16 名 1 名 0 名 17 名 

 

⑦【ボランティア活動の状況】 

区分/月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 

保/小中高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 名 

一般男子 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0 0 17 名 

一般女子 1 1 1 0 1 22 1 1 5 1 1 1 36 名 

人数 1 1 1 0 1 39 1 1 5 1 1 1 53 名 

件数 1 1 1 0 1 3 1 1 2 1 1 1 14 件 

 

⑧【面会者調べ】 

区分/月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

面会日数 5 11 9 5 12 14  9 11 9 8 7 5 105 日 

面会者数 5  18 10 5 12 16 9 12 11 9 8 6 121 名 

※面会日数は、同一日は重複して計上しない 

 



⑨【外出・外泊調べ】       

区分/月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

外出者数 19 17 14 14 13 13 15 15 17 11 13 10 171 名 

外泊者数 0 1 2 0  1 0 0 1 0 0 0 0 5 名 

泊日数 0 1 4 0 2 0 0 1 0 0 0 0 8 日 

※外出は受診、デイサービス、事務手続き、施設行事を除く 

 

⑩【事故等発生状況】    

区分/月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

件  数 2 4 2 1 2 1 1 0 2 4 3 2 24 件 

市報告 0 1 0 0 0 0 0 0 2 2 1 0 6 件 

※市報告（再掲）は、医療機関受診を要した事故および無断外出 

 

 

⑪【苦情相談】    

区分/月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

件  数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 件 

 

 

9．医療関係調書  

 【嘱託医】 岡田医院 岡田裕美子先生 

 【診察日】 毎月１回 木曜日 ※令和 7 年 7 月より毎月 1 回に変更 

 

①入院状況 

中東遠総合医療センター 3 名 小笠病院 1 名 

服部病院  1 名   

 

②外来受診状況（延べ人数） 

《中東遠総合医療センター》 

眼科 1 名 整形外科 1 名 泌尿器科 0 名 

外科 0 名 呼吸器科 0 名 消化器内科 2 名 

循環器科 0 名 耳鼻科 1 名 認知症 0 名 

脳神経内科 2 名 脳外科 0 名 皮膚科 0 名 

CT・MRI 2 名 検査 1 名 救急 1 名 

 

 



《その他の医療機関》 

岡田医院 5 名 増田内科循環器科 12 名 葛ケ丘歯科医院 7 名 

とやま眼科 11 名 掛川海谷眼科 7 名 あ つみ クリニ ッ

ク 

17 名 

高松クリニック 2 名 川口会病院 44 名 三浦歯科 7 名 

小笠病院 29 名 佐野医院 2 名 青葉歯科 1 名 

うめず脳神経外

科 

5 名 おの耳鼻科 6 名 村上耳鼻科 2 名 

くにお皮膚科 0 名 服部病院 3 名 北原クリニック 9 名 

坂本整形外科 1 名 訪問看護(小笠病院) 30 名 東海クリニック 11 名 

 

③定期検診（岡田医院） 

・9 月 4 日 聴打診・血圧測定・尿検査・血液検査・身⾧・体重 

・3 月 5 日 聴打診・血圧測定・尿検査・血液検査・心電図・胸部レントゲン・身⾧・体重 

 

④歯科検診（葛ケ丘歯科医院） 

・6 月 24 日・7 月 1 日実施 

 

⑤インフルエンザ予防接種 

・10 月 9 日実施 

 

⑥新型コロナワクチン接種 

・10 月 30 日実施（9 回目） 

 

 

１０．事業所委員会活動 

名 称 開催回数 研修・訓練 

事故防止委員会 ３回 2 回 

身体拘束適正化検討委員会 4 回 2 回 

虐待防止検討委員会 3 回 2 回 

感染対策委員会 4 回 4 回 

サービス向上委員会 4 回 9 回 

 

 

 

 



１１．出張関係（延べ回数） 

名 称 回数 合計 

研修出張 42 回 
71 回 

業務出張 29 回 

 

 

１２．生活管理指導短期宿泊事業       

区分／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

男性 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 0 0 ０名 

女性 0 ０ ０ 0  ０ 0 0 ０ 1 1 1 0 3 名 

計 0 ０ ０ 0 ０ 0 0 ０ 1 1 1 0 3 名 

※実人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３．防災訓練実施状況 

月日 種 類 訓 練 内 容 参加者 

4月25日 
避難誘導訓練 

防災教育 

・火災想定訓練 

・消防用設備等自主点検チェック表 

職 員   9 名 

利用者  17 名 

5月23日 避難誘導訓練 ・地震想定訓練 
職 員   9 名 

利用者  15 名 

6月10日 
総合防災訓練 

（日中想定） 

・初期消火訓練、避難誘導訓練、 

情報伝達訓練 

職 員  11 名 

(厨房含) 

利用者  20 名 

8月1日 
避難誘導訓練 

防災教育 

・土砂災害想定訓練 

・風水害について 

職 員   7 名 

利用者  15 名 



8月22日 
避難誘導訓練 

（夜間想定） 
・火災想定訓練 

職 員  10 名 

利用者  16 名 

9月26日 避難誘導訓練 ・土砂災害想定訓練 
職 員   6 名 

利用者  15 名 

10月24日 
避難誘導訓練 

防災教育 

・土砂災害想定訓練 

・土砂災害について 

職 員     6名 

利用者   15 名 

11月28日 
総合防災訓練 

（夜間想定） 

・初期消火訓練、避難誘導訓練、 

情報伝達訓練 

職 員     10名 

利用者   15 名 

消防隊員        1名 

12月26日 避難誘導訓練 ・火災想定訓練 
職 員         7名 

利用者       15名 

1月23日 
避難誘導訓練 

防災教育 

・火災想定訓練 

・原子力災害について 

職 員     8 名 

利用者    14 名 

3月4日 避難誘導訓練 ・土砂災害想定訓練 
職 員     6名 

利用者   13名 

3月27日 
避難誘導訓練 

（夜間想定） 
・火災想定訓練 

職 員    7名 

利用者   14名 

 

 


